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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
修学旅行旅費の配分をオーバーしたら
　以下の記事は石狩市だけのことかもしれませんのでそのつもりで読んでください。
　今年の管理運営旅費の配分の際に、通知に「修学旅行旅費」という配分がありましたね。この額の意味するところについて、改めて市教委に訊いてみたところ、次のことがわかりました。

①「修学旅行旅費」の中身は「修学旅行の旅費配分」と「宿泊学習の旅費配分」の合計である。

②算出基準は、「それぞれの配分標準単価」（「全行程500km」とか書いてあるやつです）から計　算した必要額に75.8％を乗じた額である。（額の計算は教育局が行ったようである）

　このことから、配分標準単価内で旅行がおさまっていたとしても、市教委の配分額を上回ることが考えられます。この場合どういう扱いになるのか事務センターに確認したところ、「配分額を上回った分は配分された管理運営旅費との調整になるので、上回った額は執行してしまわないようにお願いします。」とのことでした。
　さて、この件に関しての問題点をいくつか。

①「修学旅行旅費」という名目の配分は今年度から始まったものですが、現場的には配分標準単価を越えない限りＯＫという意識もあったのは確かだが、細かい点の変更については何ら説明がなかった。

②今年の旅行は、基本線が昨年のうちに決定しているのに、「当年度の配分でやってください」といわれても対応のしようがない。

③特に今年は震災対応で緊急避難的に行程変更がなされている。

　さて、みなさんの学校ではどういうことになっていますか？ただでさえ少ない管理運営旅費が修学旅行と宿泊学習の旅費で食われていないか確認してみてください。連携会議としては、さらに情報収集をすすめ、必要なら協議会等に要請をしていくことも検討したいと思います。
　
　



























